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学長　野 口　　博

　静岡理工科大学は，大学としての基本的な役割である「教育」，「研究」，「地域・国際貢献」

についての理念を具現化するための活動を日常的に行っています．また，本学の歴史や置かれ

ている立場に基づいた特徴ある活動も行っています．このような活動の成果を一定期間毎に大

学としてまとめて広く公表し，社会から評価を受けることは，大学として重要な業務となって

います．このことは，近年，社会の中の公共的な組織としての義務であるとの位置づけが強ま

っています．この場合，大学が公表する方法や手段，さらには評価の受け方には，目的に応じ

て色々な種類があり，効果的に対応する必要があります．

　静岡理工科大学紀要は，教員の研究成果の発表の場として，本学が開学した年度の1992年₃

月に創刊準備号として発刊されました．続いて，次の年の創刊号から毎年発行され，今回の

2014年版で，22巻目となりました．当初は，主として，人文・社会・外国語・保健体育部門の

論文を掲載し，理系教員の研究成果は，それぞれの学会誌に発表することを期待していたよう

です．その後，内容に検討が加えられ，理系・文系の区別なく研究成果を掲載するようにし，

論文，研究ノート，技術報告・資料，レビューなどの貴重な資料をまとめて公表する場としま

した．さらには，大学院理工学研究科を修了した大学院生の修士論文概要を全員分掲載し，第

₈巻からは，教育関連報告と言うジャンルを新たに設け，教育を重視する大学の姿勢を表すも

のとなりました．

　さらに，2010年度に，大学からの発刊物における重複掲載などの整理をしました．その結果，

それまで本紀要に掲載されてきた教員の研究活動記録（学会誌に採択された論文の抄録，学会

発表の記録，発刊した著書等のリストなど）の部分は，別に発行される「教育・研究活動一覧」

に統一することとしました．それぞれの役割を持つ刊行物の充実を図るものとしてご理解いた

だきますようお願い致します．

　豊かな人間性を基に，「やらまいか精神と創造性で地域社会に貢献する技術者を育成する」こ

とが，本学の理念であり，研究成果を地域社会に還元していくことが本学の使命の一つになっ

ています．そのような使命を遂行するために，本紀要が，本学の教職員はもとより，地域の

方々にとっても，大いに役に立つ存在であることを願っております．

2014年₄月　
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